
くろかわ広
域

地域の人口・世帯数
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迎春

令和 5年11月30日現在

人　口 世帯数
富谷市 52,359 20,399
大和町 27,999 12,427
大郷町 7,612 2,936
大衡村 5,503 2,055
計 93,473 37,817

令和 5年11月30日現在



ご あ い さ つ

黒川地域行政事務組合理事会
理事長 浅　野　俊　彦

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
黒
川
地
域
住
民
の

皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

穏
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
ご
ろ
よ
り
黒
川
地

域
行
政
事
務
組
合
の
運
営
に
対

し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
こ
の
た
び
黒
川
地
域
行

政
事
務
組
合
理
事
会
理
事
長
の

職
を
拝
命
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
黒
川
地
域

住
民
の
安
心
安
全
で
健
や
か
な

生
活
を
支
え
る
た
め
に
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
よ
り
格
別
の
ご
指
導
お

力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
は

黒
川
地
域
の
富
谷
市
、
大
和
町
、

大
郷
町
、
大
衡
村
で
構
成
し
、

構
成
市
町
村
か
ら
消
防
業
務
、

公
立
病
院
の
経
営
、
一
般
廃
棄

物
処
理
施
設
、
火
葬
場
の
運
営
、

介
護
認
定
審
査
会
事
務
な
ど
14

項
目
に
わ
た
る
事
務
事
業
の
委

任
を
受
け
広
域
的
に
共
同
処
理

し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
Ｓ
Ｂ
Ｉ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
と
台
湾
の
力
晶
積

成
電
子
製
造
（
Ｐ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
）
が

共
同
で
、
大
衡
村
に
半
導
体
工

場
を
建
設
す
る
こ
と
が
正
式
に

発
表
さ
れ
ま
し
た
こ
と
か
ら
、

黒
川
地
域
が
益
々
発
展
す
る
と

と
も
に
、
国
際
化
し
て
い
く
こ

と
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
事
務

事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
主
な
状
況
に
つ
き
ま
し
て

ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
消
防
業
務
で
ご
ざ
い

ま
す
が
現
在
進
め
て
お
り
ま
す

消
防
本
部
及
び
黒
川
消
防
署
の

庁
舎
移
転
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
11
月
に
庁
舎
の
実
施

設
計
業
務
が
完
了
し
、
い
よ
い

よ
建
設
工
事
発
注
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

新
消
防
庁
舎
に
つ
い
て
は
、

消
防
・
救
急
業
務
に
お
け
る
初

動
体
制
や
職
場
環
境
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
災

害
を
想
定
し
た
訓
練
施
設
と
業

務
持
続
性
を
備
え
た
防
災
拠
点

と
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら

親
し
ま
れ
、
安
心
感
を
与
え
る

消
防
庁
舎
を
目
指
し
、
令
和
８

年
４
月
供
用
開
始
に
向
け
て
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
、
猛
暑
に
よ

る
熱
中
症
な
ど
の
救
急
要
請
が

大
幅
に
増
加
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
、
消
防
に
求
め
ら
れ
る
役

割
は
、
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
迅
速
か
つ

適
切
な
対
応
が
で
き
る
消
防
体

制
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

次
に
、
公
立
黒
川
病
院
に
つ

き
ま
し
て
は
、
公
益
社
団
法
人

地
域
医
療
振
興
協
会
を
指
定
管

理
者
と
す
る
公
設
民
営
に
よ
り

経
営
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
開

設
者
で
あ
る
黒
川
地
域
行
政
事

務
組
合
と
指
定
管
理
者
が
連
携

し
、
身
近
で
頼
ら
れ
る
病
院
と

し
て
、
地
域
医
療
の
充
実
と
患

者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
廃
棄
物
処
理
業

務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
み
焼

却
施
設
に
お
け
る
24
時
間
連
続

運
転
体
制
で
安
定
し
た
ご
み
の

処
理
を
行
い
、
リ
サ
イ
ク
ル
関

連
施
設
に
お
け
る
リ
サ
イ
ク
ル

率
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
ご

み
の
減
量
化
を
進
め
る
な
ど
、

循
環
型
社
会
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
後
も
事
務
事
業
に
つ
い
て

は
、
構
成
市
町
村
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
住
民
目
線
に
立
ち
職

員
が
一
体
と
な
っ
て
、
地
域
の

皆
さ
ま
の
福
祉
増
進
の
た
め
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
黒
川
地
域
の
安
泰

と
益
々
の
発
展
、
そ
し
て
皆
さ

ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会

理
事
長
　 

浅
野
　
俊
彦
（
大
和
町
長
）

　
　 

　
　 

田
中
　
　
学
（
大
郷
町
長
）

理
　 

事
　 

若
生
　
裕
俊
（
富
谷
市
長
）

理
　 

事
　 

小
川
ひ
ろ
み
（
大
衡
村
長
）

理

事

長

職
務
代
理
者
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深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
議

会
は
富
谷
市
、
大
和
町
、
大
郷

町
、
大
衡
村
の
各
市
町
村
議
会

か
ら
選
出
さ
れ
た
議
員
で
構
成

さ
れ
、「
黒
川
地
域
の
皆
さ
ま

の
た
め
に
」
と
い
う
志
と
、
議

会
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任

の
も
と
に
、
地
域
の
更
な
る
発

展
を
願
い
な
が
ら
議
論
を
重
ね
、

議
会
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
は
、
構
成
市
町
村
で
改
選

等
が
行
わ
れ
、
新
た
に
選
任
さ

れ
た
議
員
を
含
む
16
名
の
議
員

で
住
民
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
、
そ
の
職
責
を
全

う
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
に

は
、
消
防
業
務
・
公
立
黒
川
病

院
の
運
営
・
廃
棄
物
処
理
な
ど

地
域
住
民
が
住
み
よ
い
生
活
の

維
持
に
必
要
な
業

務
を
滞
り
な
く
担

う
使
命
が
ご
ざ
い

ま
す
。
私
た
ち
議

会
は
、
今
後
と
も
、

皆
さ
ま
か
ら
の
ご

意
見
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
、
関
係
市

町
村
の
厳
し
い
財

政
事
情
も
考
慮
し
、

広
域
で
共
同
処
理

令和６年 年 頭 の

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
議
会

　

黒
川
地
域
の
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
新
し
い
年
を
健

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
黒
川
地
域

行
政
事
務
組
合
議
会
に
対
し
、

温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し

て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
行
動
制
限
も
な
く
、

大
切
な
ご
家
族
や
ご
友
人
と
気

兼
ね
な
く
触
れ
合
え
る
な
ど
、

待
ち
わ
び
た
日
常
に
戻
り
つ
つ

あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
当
た
り
前
に
感
じ
ら
れ
る

平
穏
な
日
常
は
、
今
な
お
、
感

染
症
対
策
に
最
前
線
で
奮
闘
し

て
い
る
医
療
従
事
者
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
者
や
、
社
会
活
動

維
持
と
回
復
に
ご
尽
力
さ
れ
た

皆
さ
ま
と
、
こ
れ
ら
に
ご
理
解

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
住
民
の

皆
さ
ま
の
努
力
に
よ
る
も
の
と

す
る
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
議
論
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ

り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
新
し

い
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
明
る

い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

議
　
長
　

犬
飼
　
克
子
（
大
和
町
議
会
議
員
）

副
議
長
　

熱
海
　
文
義
（
大
郷
町
議
会
議
員
）

議
　
員
　

小
川
　
克
也
（
大
衡
村
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

赤
間
し
づ
江
（
大
衡
村
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

鎌
田
　
暁
史
（
大
郷
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

伊
藤
　
嘉
樹
（
富
谷
市
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

千
坂
　
博
行
（
大
和
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

渡
辺
　
良
雄
（
大
和
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

千
坂
　
裕
春
（
大
和
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

藤
巻
　
博
史
（
大
和
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

文
屋
　
裕
男
（
大
衡
村
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

赤
間
　
則
幸
（
大
郷
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

金
須
　
新
一
（
大
郷
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

須
藤
　
　
義
（
富
谷
市
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

畠
山
　
由
美
（
富
谷
市
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

村
上
　
　
治
（
富
谷
市
議
会
議
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
議
席
順
）

黒川地域行政事務組合議会
議長 犬　飼　克　子
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議 会 報 告
❖ 令和５年第５回臨時会（令和５年10月30日） ❖
議案第20号 　令和５年度黒川地域行政事務組合一般会計補正予算（第３号）

同意第 3 号 　監査委員の選任について

【全ての議案が可決同意されました】

浅
野 

俊
彦 

氏

大
和
町
長

 

令
和
５
年
10
月
20
日

開
催
の
理
事
会
に
お
い

て
黒
川
地
域
行
政
事
務

組
合
理
事
会
理
事
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

新
理
事
長紹介

 

富
谷
市
議
会
、
大
和
町
議
会
、

大
郷
町
議
会
か
ら
新
た
に
組
合

議
会
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
議
席
順
）

　

令
和
５
年
第
５
回
臨
時
会
に

お
い
て
当
選
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
第
５
回
臨
時
会
に

お
い
て
選
任
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

新
議
員
紹
介

副
議
長
紹
介

監
査
委
員
紹
介

組
合
議
会

伊
藤　
嘉
樹 

議
員

須
藤　
　
義 

議
員

畠
山　
由
美 

議
員

村
上　
　
治 

議
員

鎌
田　
暁
史 

議
員

赤
間　
則
幸 

議
員

金
須　
新
一 

議
員

熱
海　
文
義 

議
員

熱
海　
文
義 

議
員

村
上　
　
治 

議
員

（
大
郷
町
議
会
議
員
）

（
富
谷
市
議
会
議
員
）

（
富
谷
市
議
会
選
出
議
員
）

千
坂　
博
行 
議
員

（
大
和
町
議
会
選
出
議
員
）

（
大
郷
町
議
会
選
出
議
員
）
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令和５年度上半期　予算執行状況のお知らせ
令和５年度の上半期（令和５年９月末）各種会計の予算執行状況をお知らせします。

問い合わせ先 　財政課　☎345−1542

一般会計
（歳 入）　� （単位：千円）

科　　目 予算現額 収入済額 収入率
分担金・負担金 2,238,622 1,679,019 75.0%
使用料・手数料 14,155 7,241 51.2%
国庫支出金 18,217 0 0%
県 支 出 金 65 64 98.5%
財 産 収 入 19 3 15.8%
繰 入 金 76,020 0 0%
繰 越 金 62,807 112,711 179.5%
諸 収 入 23,505 15,442 65.7%
組 合 債 192,700 0 0%
合　　　 計 2,626,110 1,814,480 69.1%

病院事業会計 訪問看護ステーション事業会計
（単位：千円）

区　　　分 予算現額 執行済額 執行率

収益的
収　支

収 入 200,584 118,370 59.0%
支 出 361,599 48,740 13.5%

資本的
収　支

収 入 392,398 243,859 62.1%
支 出 392,398 170,288 43.4%

（単位：千円）

区　　　分 予算現額 執行済額 執行率

収益的
収　支

収 入 1 0 0%
支 出 1 0 0%

介護認定審査会特別会計
（歳 入）　� （単位：千円）

科　　目 予算現額 収入済額 収入率
分担金・負担金 14,377 10,784 75.0%
繰 越 金 1 1,059 105,900.0%
諸 収 入 15 8 53.3%
合　　　 計 14,393 11,851 82.3%

（歳 出）　� （単位：千円）

科　　目 予算現額 支出済額 執行率
介 護 認 定
審 査 会 費 14,393 5,809 40.4%

障害支援区分認定審査会特別会計
（歳 入）　� （単位：千円）

科　　目 予算現額 収入済額 収入率
分担金・負担金 1,169 1,169 100.0%
繰 越 金 1 48 4,800.0%
諸 収 入 1 0 0%
合　　　 計 1,171 1,217 103.9%

（歳 出）　� （単位：千円）

科　　目 予算現額 支出済額 執行率
障害支援区分
認定審査会費 1,171 545 46.5%

特別会計

（歳 出）　� （単位：千円）

科　　目 予算現額 支出済額 執行率
議 会 費 2,688 1,094 40.7%
総 務 費 156,868 85,498 54.5%
民 生 費 80 28 35.0%
衛 生 費 739,150 257,730 34.9%
消 防 費 1,551,589 612,673 39.5%
公 債 費 175,635 83,121 47.3%
予 備 費 100 0 0%
合　　　 計 2,626,110 1,040,144 39.6%
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　家庭から排出される一般廃棄物や引っ越しごみ、植木のせん定等で大量に出たご
みについては、環境管理センターへ直接搬入し、処分することができます。
〇料金について
ごみの種別により処分料金の計算方法が異なります。
お支払いについては、各町村役場または納入通知書記載の金融機関にて後払いとなります。

ごみの種別 処分料金
粗大ごみ １点につき400円

燃えるごみ・燃えないごみ等 100kgまで一律1,500円
以降10kgごとに150円ずつ加算

古紙類（汚れていないもの） 無料

〇木材の受け入れ基準について
せん定した枝木や木材の太さによって、受け入れ可能な長さが異なります。

枝木や木材の直径 受け入れ可能な長さ
20cm未満 １ｍ以内
20cm以上30cm未満 50cm以内
30cm以上 割って上記の受け入れ可能な長さまで切断してください

※受け入れ基準より太い・長いものは受け入れできません。
※釘やボルト、金具は取り除いてください。
※直径５cm未満で長さ30cm未満の場合はごみステーションへ出せます。
　その場合は直径30cm以内に束ねて出してください。（束にして出す場合、指定袋は不要です。）

〇その他留意事項
・休 業 日：土曜日・日曜日・年末年始（12月31日～1月3日）
　受付時間：［午前］８時30分～正午　［午後］１時～４時
・ごみの排出場所が大和町・大郷町・大衡村以外の場合は、当施設へ搬入できません。
・�自己搬入する際に予約は不要ですが、町村ごとに手続きが異なりますので、各町村発行の
収集計画表をご確認ください。
・�受付時に、持ち込んだごみを確認させていただきます。ごみの種別により降ろしていただく
場所が異なるほか、当施設で処理できないものは受け入れできませんので、ご理解願います。

問い合わせ先　環境管理センター　☎342−2218

▼△▼△▼△ ～ごみの自己搬入～ △▼△▼△▼

（単位：Bq/kg）
採取年月 放射性セシウム134 放射性セシウム137 放射性セシウム合計
令和 5年 9月 不検出 40 40
令和 5年10月 不検出 66 66
令和 5年11月 不検出 48 48

基準値：8,000Bq/kg
　当組合では、地域の皆さまが安心できるよう、東日本大震災による東京電力福島原発事故後から現在
まで、一般廃棄物最終処分場に埋立てしている焼却灰の放射性物質測定を実施しております。測定結果
は、環境省で定める基準値を下回っており、埋立て後の最終処分場内の各種測定も基準値を超えるもの
は検出されておりません。今後も定期的に測定を実施します。� 問い合わせ先　業務課　☎345−6481

ごみ焼却施設から生じる焼却灰（飛灰）の放射性物質測定結果
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　広域くろかわ令和５年７月号にて電池の処理の仕方を掲載しましたが、「燃えるごみ」や
「燃えないごみ」、「プラスチック製容器包装」等のごみに誤って入れられたものが未だ多く
見受けられます。
　発火する恐れがあり大変危険なので「有害ごみ」として出しましょう！

●電池は発火の危険があるので有害ごみに出しましょう！

問い合わせ先　環境管理センター　☎342−2218

※電池類は、他の有害ごみとは「別の袋」で出してください。

焼却炉内に燃え残った金属

分別徹底にご協力を！

リチウムイオン電池等の
小型充電式電池

取り外しができるもの

取り外した電池を半透明の
袋に入れ「有害ごみ」と書い
て出す。

リチウムイオン電池等の
小型充電式電池

取り外しができないもの

無理に外さず、製品ごと
半透明の袋に入れ「有害ごみ」
と書いて出す。

乾電池、ボタン電池
モバイルバッテリー

半透明の袋に入れ「有害ごみ」
と書いて出す。

●焼却設備の故障の原因になるので
金属は燃えるごみに入れないで！

　「燃えるごみ」に金属類（空き缶やスプレー缶等）が多
く混入されています。
　「燃えるごみ」と一緒の袋に入れて出されると、その
まま焼却炉に投入され、燃え残ったり爆発が起きたり、
設備が故障する原因になります。
　資源を再利用するためにも分別を徹底しましょう。

　

10
月
１
日
の
浄
化
槽
の
日
に
あ
わ
せ
、

協
業
組
合
ア
ク
ア
ネ
ッ
ト
（
環
境
衛
生

セ
ン
タ
ー
（
し
尿
処
理
施
設
）
の
業
務

委
託
者
）
の
皆
さ
ま
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
、
令
和
５

年
10
月
２
日
に
公
立
黒
川
病
院
の
入
り

口
及
び
駐
車
場
周
辺
の
除
草
、
清
掃
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
変
き
れ
い
に
仕
上
げ
て
い
た
だ
き
、

職
員
一
同
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
感
謝
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

令
和
６
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎

え
、
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
新
年
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素

か
ら
当
組
合
の
消
防
業
務
に
対
す
る

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
令
和
元
年
か
ら
猛
威
を
振

る
っ
て
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
２
類

か
ら
５
類
へ
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
各
地
で
観
光
地
や
催
事
場

に
賑
わ
い
が
戻
り
、
日
常
生
活
が
少

し
ず
つ
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
か
ら
「
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
」
へ
と
移
り
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
特
に
冬

季
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
と
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
同
時
流
行
が
引
き
続
き
懸
念
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
感
染
症
対
策
が

必
要
な
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
世
界
的
に
も
暑
い

年
で
あ
っ
た
こ
と
が
Ｅ
Ｕ
の
気
象
情

報
機
関
か
ら
報
じ
ら
れ
て
お
り
、
世

界
各
国
で
猛
暑
等
に
よ
る
山
火
事
や

熱
中
症
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

国
内
に
お
い
て
は
、
こ
こ
数
年
と

比
較
し
ま
す
と
、
大
雨
等
に
よ
る
被

害
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
猛
暑
に
よ

る
熱
中
症
患
者
が
相
次
ぎ
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
と

な
っ
た
あ
と
も
救
急
医
療
が
ひ
っ
迫

す
る
状
況
が
続
き
ま
し
た
。
地
域
住

民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー

（
＃
７
１
１
９
）
等
の
ご
活
用
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
球
の
気
候
変
動
に
伴
い
、
災
害

大
国
で
あ
る
日
本
は
激
甚
指
定
さ
れ

る
規
模
の
災
害
が
近
年
明
ら
か
に
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
当
消
防
は
昨

年
で
発
足
50
周
年
の
節
目
を
迎
え
、

令
和
８
年
度
の
新
本
部
庁
舎
供
用
開

始
へ
向
け
事
業
を
進
め
て
お
り
、
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
、

災
害
に
負
け
な
い
黒
川
地
域
の
防
災

力
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
災
害
の
な
い
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
そ
し
て
皆
さ

ま
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

消防本部
消防長　清野　康広

　

本
格
的
な
冬
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、
暖
房
機
器
等
の
使
用
に
よ
り
、

住
宅
か
ら
の
火
災
が
多
く
発
生
す

る
時
季
と
な
り
ま
し
た
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
す
べ

て
の
住
宅
で
設
置
が
義
務
化
さ
れ
、

そ
の
結
果
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死

者
数
が
減
少
す
る
効
果
が
現
れ
て

い
ま
す
。

　

火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に

点
検
・
10
年
を
目
安
に
交
換
し
、

維
持
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
５
年
６
月
に
大
郷

町
内
で
発
生
し
た
住
宅
火

災
に
お
い
て
、
適
切
な
初

期
消
火
活
動
及
び
迅
速
な

通
報
を
行
い
、
被
害
の
軽

減
に
尽
く
さ
れ
た
佐
藤
尚

昭
様（
写
真
右
）と
木
村
ゆ

か
り
様（
写
真
左
）に
対
し
、

令
和
５
年
10
月
２
日
消
防

長
よ
り
感
謝
状
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

点
検
を
し
ま
し
ょ
う

消
防
活
動

協
力
者
表
彰
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令
和
５
年
11
月
８
日
、
大
和
町
立
大

和
中
学
校
の
２
年
生
５
名
の
職
場
体
験

学
習
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
４
月
に
機
器
更
新
を
行
っ

た
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
シ
ス

テ
ム
や
、
消
防
車
・
救
急
車
等
の
説
明

を
聞
き
ま
し
た
。
訓
練
礼
式
や
、
実
際

に
防
火
衣
を
着
装
し
放
水
を
行
い
、
高

所
か
ら
の
ロ
ー
プ
降
下
な
ど
も
体
験
し

ま
し
た
。
消
防
職
員
が
ど
の
よ
う
な
仕

事
を
し
て
い
る
の
か
、
楽
し
み
な
が
ら

学
ん
で
い
ま
し
た
。　

　

と
て
も
頼
も
し
く
、
将
来
、
消
防
職

員
と
し
て
一
緒
に
働
け
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

消
防
職
場
体
験
学
習

　

令
和
５
年
12
月
に
新
し
い
高
規

格
救
急
車
の
運
用
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
車
両
は
、「
高
規
格
救
急
車
」

と
呼
ば
れ
る
車
両
で
、
全
国
で
最

も
多
く
運
用
さ
れ
て
お
り
、
当
消

防
本
部
で
電
動
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

が
初
め
て
装
備
さ
れ
た
車
両
で
す
。

救
急
件
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中

で
、
よ
り
迅
速
に
・
安
全
に
患
者

の
皆
さ
ま
を
搬
送
す
る
こ
と
を
目

的
に
導
入
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
よ
り
細
か
な
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
実
現
す
る
た
め
に

赤
色
点
滅
灯
の
点
灯
に
強
弱
を
つ

け
ら
れ
る
機
能
（
ア
ク
テ
ィ
ビ
ー

コ
ン
）
を
搭
載
し
、
安
全
性
能
で

は
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
を
装

備
し
て
い
ま
す
。

【
車
両
諸
元
】

　

・
全　
　

長　

５
６
０
０
ｍ
ｍ

　

・
全　
　

幅　

１
８
９
５
ｍ
ｍ

　

・
全　
　

高　

２
５
１
０
ｍ
ｍ

　

・
総
排
気
量　

２
６
９
３
ｃ
ｃ

　

・
乗
車
人
員　
　
　
　

７
人

　

・
総 

重 

量　

３
５
０
０
ｋ
ｇ

高
規
格
救
急
車
更
新
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消
防
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

　
子
ど
も
た
ち
の
憧
れ
の
職
業
の
一

つ
で
も
あ
る
消
防
の
仕
事
で
す
が
、

今
回
は
特
集
と
し
て
、
採
用
さ
れ
て

か
ら
実
際
に
現
場
で
働
く
ま
で
の
流

れ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
豆
知
識
と
し
て
「
消
防
士
」
と
い

う
言
葉
は
、
実
は
階
級
の
名
称
で
、

最
初
に
与
え
ら
れ
る
階
級
の
こ
と
で

す
。
消
防
本
部
で
働
く
全
て
の
公
務

員
を
消
防
職
員
と
い
い
ま
す
が
、
中

で
も
、
階
級
を
与
え
ら
れ
、
消
防
の

専
門
的
分
野
に
従
事
す
る
プ
ロ
の
こ

と
を
「
消
防
吏
員
（
し
ょ
う
ぼ
う
り

い
ん
）」
と
い
い
ま
す
。

その１

採
用
試
験
に合

格
す
る

　
消
防
吏
員
に
な
る
た
め
に
は
、
ま

ず
採
用
試
験
に
合
格
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
当
消
防
の
試
験
内
容
は
、

一
次
試
験
が
一
般
教
養
の
筆
記
試
験

及
び
適
正
検
査
と
な
り
ま
す
。
一
次

試
験
合
格
者
は
二
次
試
験
を
受
験
す

る
こ
と
が
で
き
、
作
文
試
験
・
体
力

試
験
・
面
接
試
験
で
総
合
的
な
観
点

か
ら
消
防
吏
員
と
し
て
の
適
性
を
試

験
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
二
次
試
験

に
合
格
す
る
と
、
晴
れ
て
４
月
か
ら

消
防
吏
員
と
し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

その３

初
任
科
・
救
助
科
・

救
急
科

　
初
任
総
合
教
育
の
内
容
と
し
て
は
、

青
い
活
動
服
を
着
た
消
防
吏
員
が
行

う
仕
事
の
基
礎
を
学
ぶ
「
初
任
科

（
４
月
～
９
月
）」
と
、
救
助
隊
と
し

て
働
け
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
「
救

助
科（
10
月
）」、
そ
し
て
救
急
車
に

乗
っ
て
救
急
活
動
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
た
め
の
「
救
急
科（
翌
年
１
月

～
３
月
）」
の
３
つ
の
課
程
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。
救
助
科
修
了
後
か
ら

救
急
科
が
始
ま
る
ま
で
の
約
２
カ
月

間
は
「
所
属
研
修
」
と
し
て
、
実
際

に
採
用
さ
れ
た
本
部
に
お
い
て
泊
ま

り
勤
務
を
経
験
し
な
が
ら
、
実
務
に

お
け
る
様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
期

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

その４

真
の
ス
タ
ー
ト

　
以
上
の
よ
う
に
、
消
防
学
校
に
お

い
て
、
宮
城
県
内
で
採
用
さ
れ
た
同

期
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
厳
し
い

訓
練
等
を
乗
り
越
え
て
絆
を
深
め
合

い
、
一
年
間
と
い
う
長
期
間
に
渡
り

専
門
的
な
教
育
を
受
け
る
こ
と
で
、

や
っ
と
消
防
吏
員
と
し
て
業
務
を
行

え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
採
用
翌
年
の
３
月
に
は
、

各
消
防
本
部
に
改
め
て
配
属
さ
れ
、

消
防
吏
員
と
し
て
真
の
ス
タ
ー
ト
を

切
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
今
年
度

は
当
消
防
で
５
名
採
用
し
て
お
り
ま

その２

専
門
教
育
を
受
け
る

　
念
願
の
消
防
吏
員
と
し
て
採
用
さ

れ
た
の
で
、
４
月
か
ら
さ
っ
そ
く
消

防
車
や
救
急
車
に
乗
っ
て
現
場
に
出

場
だ
！
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
消
防
と

い
う
仕
事
は
人
命
に
関
わ
る
こ
と
も

多
い
た
め
、
専
門
性
、
危
険
性
、
特

殊
性
が
高
く
、
必
要
と
な
る
専
門
的

教
育
を
修
了
し
た
者
が
、
は
じ
め
て

現
場
で
働
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
宮
城
県
内
の
消
防
本
部
に
採
用
さ

れ
た
職
員
は
、
消
防
・
救
助
・
救
急

に
つ
い
て
総
合
的
か
つ
一
貫
的
に
教

育
を
受
け
る
た
め
、
宮
城
県
消
防
学

校
「
初
任
総
合
教
育
課
程
」
に
一
年

間
入
校
し
ま
す
。

す
が
、
全
員
一
日
も
早
く
一
人
前
の

消
防
吏
員
に
な
る
た
め
に
、
日
々
努

力
を
惜
し
ま
ぬ
姿
勢
を
見
せ
て
く
れ

て
い
ま
す
。

　
不
定
期
の
新
連
載
と
し
て
始
ま
っ

た
こ
の
「
消
防
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
」

は
、
消
防
の
様
々
な
こ
と
に
注
目
し
、

意
外
な
一
面
や
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
こ
と

に
つ
い
て
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ

く
企
画
で
す
。

　
今
回
は
、
意
外
と
知
ら
な
い
消
防

吏
員
の
採
用
か
ら
そ
の
後
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
皆
さ

ま
に
消
防
と
い
う
仕
事
に
興
味
を

も
っ
て
い
た
だ
き
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
や
、
質
の
高
い
人
材
確
保
等

へ
と
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

～
消
防
吏
員
と
し
て
働
く
た
め
に
は
～

消
防
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
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緊
急
消
防
援
助
隊
の
指
揮
・

連
携
活
動
能
力
等
の
向
上
を
目

的
に
、
北
海
道
・
東
北
６
県
及

び
新
潟
県
の
緊
急
消
防
援
助
隊

が
毎
年
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿

い
の
巨
大
地
震
に
よ
る
津
波
等

の
大
規
模
災
害
を
想
定
し
令
和

５
年
11
月
18
・
19
日
に
岩
手
県

で
開
催
さ
れ
、
当
消
防
本
部
か

ら
も
宮
城
県
大
隊
の
一
員
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。

緊
急
消
防
援
助
隊
と
は

　

国
内
で
大
規
模
災
害
等
が
発

生
し
た
場
合
は
、
被
災
地
の
消

防
機
関
だ
け
で
は
対
処
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
と
き
、
被
災
地
か
ら

の
要
請
を
受
け
、
各
都
道
府
県

の
消
防
本
部
や
航
空
隊
が
応
援

に
駆
け
つ
け
ま
す
。

　

こ
の
応
援
部
隊
が「
緊
急
消

防
援
助
隊
」で
す
。

　

令
和
５
年
11
月
22
日
に
七
ツ
森

の
一
つ
蜂
倉
山
で
、
黒
川
消
防
署

と
泉
消
防
署
の
合
同
山
岳
救
助
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

山
道
は
起
伏
が
激
し
く
、
高
低

差
30
ｍ
以
上
と
い
う
箇
所
も
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
が
、
隊
員
間
で
声

掛
け
を
徹
底
し
、
安
全
管
理
に
努

め
、
両
消
防
の
救
助
隊
員
が
救
出

方
法
を
検
討
し
、
お
互
い
に
協
力

し
合
い
な
が
ら
救
助
活
動
に
あ
た

り
、
改
め
て
山
道
に
お
け
る
要
救

助
者
搬
送
の
難
し
さ
を
経
験
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
も
近
隣
消
防
と
の
連
携
に

も
注
力
し
な
が
ら
消
防
力
強
化
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

救命講習のご案内 一般公募の普通救命講習会予定
普通救命講習

開催日 場　所 時間等

令和６年１月24日（水） 黒川消防署
大衡出張所

午後６時30分から
午後９時30分まで
（３時間講習）令和６年２月21日（水） 富谷消防署

申し込み先　消防本部警防課救急係　☎345−6888

　

消
防
水
利
に
は
、
防
火
水
槽
や
消
火

栓
な
ど
が
あ
り
、
地
上
式
と
い
う
一
目

見
て
ど
こ
に
あ
る
か
わ
か
り
や
す
い
も

の
と
、
皆
さ
ん
の
生
活
の
妨
げ
に
な
ら

な
い
よ
う
マ
ン
ホ
ー
ル
を
設
け
た
地
下

式
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
降
雪
時
に
は
、

地
下
式
の
場
合
マ
ン
ホ
ー
ル
が
雪
の
下

に
隠
れ
て
見
え
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
ま
ま
圧
雪
に
な
る
と
、
除
雪
に
時

間
が
か
か
り
、
消
火
活
動
に
支
障
を
き

た
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
自

宅
の
除
雪
後
に
、
周
辺
に
設
置
し
て
い

る
消
火
栓
等
の
除
雪
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

北
海
道
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

合
同
訓
練

合
同
山
岳
救
助
訓
練

令
和
５
年
度
緊
急
消
防
援
助
隊

消
火
栓
等
周
り
の
除
雪
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

地
上
式消

火
栓

地
下
式消

火
栓
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公
立
黒
川
病
院

管理者　角田　　浩

　

２
０
２
４
甲
辰
（
き
の
え
た
つ
）

の
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
一
年
の
開
運
を
願
い
、
初
詣

に
行
か
れ
た
方
も
多
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
神
社
、
仏
閣
に
お
参
り
す
る
こ

と
に
加
え
、
ど
の
よ
う
な
心
構
え
で

い
れ
ば
、
運
が
よ
く
な
る
の
か
。
興

味
が
あ
っ
て
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
ま

し
た
。
エ
ジ
ン
バ
ラ
大
学
の
リ

チ
ャ
ー
ド
・
ワ
イ
ズ
マ
ン
博
士
に
よ

る
と
、「
運
の
い
い
人
は
１
．幸
運
が

将
来
も
続
く
だ
ろ
う
と
期
待
し
て
い

る
。
２
．た
と
え
可
能
性
が
わ
ず
か

で
も
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
努
力

し
て
、
失
敗
し
て
も
あ
き
ら
め
な
い
。

　

人
は
年
齢
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、

「
認
知
機
能
」
が
低
下
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
「
認

知
機
能
低
下
」
の
症
状
と
聞
く
と

「
記
憶
力
の
低
下
」
の
イ
メ
ー
ジ
が

強
く
食
事
場
面
で
は
、「
朝
ご
飯
を

食
べ
た
こ
と
自
体
を
忘
れ
て
し
ま

う
」
等
が
代
表
的
で
す
ね
。
他
に
も

様
々
な
症
状
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
も
し
か
す
る
と
「
う
ち
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
ご
飯
に
1
時
間
も
か

か
っ
て
困
っ
た
わ
…
」
と
感
じ
て
い

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。　

　

こ
の
様
な
状
況
が
続
い
て
い
た
ら

３
．対
人
関
係
が
う
ま
く
い
く
と

思
っ
て
い
る
」
の
だ
そ
う
で
す
。

　

経
営
の
神
様
、
松
下
幸
之
助
さ
ん

は
「
運
が
い
い
と
思
い
な
さ
い
。
そ

う
思
っ
た
ら
ど
ん
ど
ん
運
が
開
け
て

く
る
ん
だ
」
と
、
ア
カ
デ
ミ
ー
脚
色

賞
を
と
っ
た
こ
と
の
あ
る
劇
作
家
、

テ
ネ
シ
ー
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
さ
ん
も

「
幸
運
と
は
、
自
分
は
運
が
良
い
と

信
じ
る
こ
と
で
あ
る
」
と
語
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
自
分
は
運
が
い

い
と
信
じ
て
明
る
く
行
動
す
る
こ
と

で
実
際
開
運
す
る
と
い
う
こ
と
な
の

で
し
ょ
う
。

　

今
年
も
、
黒
川
地
域
の
た
め
に
元

気
で
働
く
こ
と
が
で
き
て
、
私
は
実

に
強
運
で
幸
福
で
す
。
受
診
さ
れ
る

患
者
さ
ん
、
そ
の
ご
家
族
も
黒
川
病

院
と
縁
が
あ
っ
て
運
が
よ
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
病
院
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

「
注
意
機
能
の
低
下
」
が
影
響
し
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
注
意
力
」

が
低
下
し
て
い
る
と
、
周
囲
の
刺
激

に
反
応
し
や
す
く
目
の
前
の
食
事
に

「
集
中
す
る
力
」
が
弱
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
為
、
食
べ
始
め
ら

れ
な
い
、
食
べ
始
め
て
も
時
間
が
か

か
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
ご
家
庭
で
も
で
き
る
工

夫
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
１
つ
目
は

「
食
器
の
工
夫
」
で
す
。
白
い
茶
碗

に
白
米
等
、
器
と
食
べ
物
の
色
が
似

て
い
る
と
、
ど
ん
な
料
理
か
判
別
し

づ
ら
く
な
る
た
め
、
濃
い
色
の
食
器

に
す
る
こ
と
で
食
べ
物
を
認
識
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ワ
ン
プ

レ
ー
ト
を
使
用
す
る
事
も
集
中
力
を

高
め
ま
す
。
２
つ
目
は
、
音
や
目
に

入
る
情
報
が
多
い
場
所
で
の
食
事
は
、

集
中
力
を
欠
き
や
す
い
為
テ
レ
ビ
を

消
す
、
少
し
寂
し
く
感
じ
ま
す
が
静

か
な
部
屋
で
食
事
を
し
て
頂
く
こ
と

も
効
果
的
で
す
。

　

食
事
に
関
す
る
悩
み
は
様
々
で
す

が
、
健
康
的
に
、
美
味
し
く
食
事
を

摂
る
参
考
と
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

新
春
開
運
雑
感

「
認
知
機
能
と

食
事
に
つ
い
て
」

言
語
聴
覚
士　

和
野　
敦
子
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お
薬
に
は
、
目
薬
や
軟
膏
の
よ
う

に
１
回
で
使
い
切
ら
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
開
封
後
の
使
用

期
限
を
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？

　

お
菓
子
の
箱
に
は
「
直
射
日
光
お

よ
び
高
温
多
湿
の
場
所
を
避
け
て
保

存
」
と
と
も
に
「
開
封
後
は
お
早
め

に
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
」
と
書

い
て
あ
り
ま
す
。

　

お
薬
も
考
え
方
は
同
じ
で
す
。

　

適
切
な
保
管
を
し
て
い
て
も
、
一

度
開
封
し
た
ら
酸
化
や
吸
湿
に
よ
る

変
質
、
雑
菌
の
侵
入
に
よ
る
汚
染
等

を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　

一
定
期
間
経
過
し
た
ら
残
っ
て
い

て
も
廃
棄
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
に
も
１
回
で
使
い
切
ら

な
い
お
薬
に
は
、
開
封
日
と
使
用
開

始
日
を
記
載
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、

お
薬
本
体
に
記
載
し
て
あ
る
使
用
期

限
は
未
開
封
状
態
の
と
き
の
も
の
で
す
。

　

開
封
し
た
ら
そ
の
期
限
ま
で
使
用

で
き
な
い
場
合
が
多
い
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

で
は
、
ど
の
位
で
廃
棄
す
べ
き
な

の
で
し
ょ
う
か
。

　

吸
入
薬
や
イ
ン
ス
リ
ン
な
ど
は

「
ア
ル
ミ
袋
開
封
後
３
か
月
」
と
か

「
使
用
開
始
後
28
日
」
の
よ
う
に
製

薬
会
社
が
指
定
し
て
い
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。

　

指
定
期
間
が
な
い
も
の
で
も
一
般

的
な
目
安
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
薬

を
も
ら
う
時
・
買
う
時
は
薬
剤
師
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
一
度

も
使
用
し
て
い
な
く
て
も
、
包
装
か

ら
取
り
だ
し
た
時
点
か
ら
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
が
始
ま
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

お
薬
は
使
用
開
始
直
前
に
開
封
し

ま
し
ょ
う
。

材
料（
２
人
分
）

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー�

１
５
０
ｇ

卵　

�

１
個

ド
レ
ッ
シ
ン
グ�

大
さ
じ
１

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
、
地
中
海
沿

岸
原
産
の
野
生
の
キ
ャ
ベ
ツ
を
改

良
し
た
も
の
で
す
。
日
本
へ
は
明

治
時
代
に
入
り
ま
し
た
が
、
本
格

的
に
栽
培
が
始
ま
っ
た
の
は
戦
後

か
ら
で
す
。
80
年
代
に
輸
入
も
の

が
加
わ
り
年
中
出
回
る
よ
う
に

な
っ
て
需
要
が
伸
び
ま
し
た
。

　

カ
ロ
テ
ン
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊

富
で
キ
ャ
ベ
ツ
の
４
倍
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
糖
尿
病
予
防

効
果
が
あ
る
ク
ロ
ム
、
血
圧
を
下

げ
る
働
き
が
あ
る
カ
リ
ウ
ム
、
貧

血
を
予
防
す
る
鉄
、
カ
ル
シ
ウ
ム

と
そ
の
摂
取
を
助
け
る
ビ
タ
ミ
ン

Ｋ
な
ど
を
多
く
含
み
ま
す
。
欧
米

で
は
、「
栄
養
宝
石
の
冠
」
と
い

う
異
名
が
あ
り
「
最
強
野
菜
」
の

ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

作
り
方

①�

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
食
べ
や
す
い

大
き
さ
に
切
り
、
熱
湯
で
3
分

ほ
ど
塩
ゆ
で
し
ま
す
。

②�

固
ゆ
で
卵
を
作
り
、
荒
く
刻
み

ま
す
。

③�

お
好
み
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
と
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
を
混
ぜ
合
わ
せ
、

卵
を
の
せ
て
出
来
上
が
り
。

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

季
節
の
料
理
の
レ
シ
ピ

「
ミ
モ
ザ
サ
ラ
ダ
」

栄
養
室
室
長　

小
岩　
陽
子

お
薬
の
使
用
期
限
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

薬
剤
室
室
長　

髙
橋　
　
恵
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　９月９日「救急の日」普及啓発事業として、黒川地区防火管理協議会と共催で黒川管内の中学生
による救急ポスターコンクールを実施しました。
　厳正な審査の結果、以下８点の応募作品が入選となり、大和町立大和中学校の佐藤日香さん
が消防長賞（最優秀賞）を受賞しました。おめでとうございます。

救急ポスターコンクール
入選作品のご紹介

大
和
中
学
校
２
年

　

佐
藤 

日
香 

さ
ん

大
和
中
学
校
１
年

　

田
口 

瑠
花 

さ
ん

大和中学校１年　
　 佐藤 星空 さん

消防長賞
（最優秀賞）

入選作品

救急隊長賞

大郷中学校１年　
　 齋藤 まり さん

大郷中学校１年　
　 佐々木 雪菜 さん

大郷中学校１年　
　 安住 陸斗 さん

大郷中学校１年　
　 手代木 月羽 さん

大郷中学校１年　
　 古川 美羽 さん
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